
祝・認定！筑波山地域ジオパーク！
　ジオパーク（Geo Park）の「ジオ（Geo）」は、

「大地」や「地球」という意味。９月に筑波
山地域が、日本ジオパークに認定されました。

❾
。
し
か
し
、
多
く
が
指
で
崩
せ

る
ほ
ど
脆も

ろ
く
、
風
化
が
進
ん
で
い

る
。
尾
根
に
近
づ
く
と
沢
沿
い
に

は
崩
れ
た
大
き
な
岩
塊
が
重
な
っ

て
い
る　

。
尾
根
に
は
風
化
に
耐

え
た
岩
盤
が
丸
い
形
で
見
え
て
い

る　

。
山
頂
付
近
は
硬
い
岩
盤
で
、

険
し
い
地
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

加
波
山
神
社
拝
殿
下
ま
で
は
車

で
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
尾
根
沿

い
に
山
頂
を
目
指
す
と
幣
束
が
供

え
ら
れ
た
奇
岩
が
次
々
と
現
れ
る

❹
。
い
ず
れ
も
細
粒
の
花
こ
う
岩

の
岩
盤
に
生
じ
た
割
れ
目（
節
理
）

が
崩
れ
て
生
じ
た
も
の
だ
。
細
粒

の
花
こ
う
岩
は
風
化
に
強
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
奇
岩
が
生
ま
れ

た
。
加
波
山
頂
が
足
尾
山
よ
り
険

し
い
の
は
ま
さ
に
岩
質
の
差
の
現

れ
で
あ
る
。

　

加
波
山
霊
場
は
巨
岩
や
岩
陰
に

神
仏
を
祀
り
、
そ
れ
を
巡
る
こ
と

で
自
ら
を
浄
め
る
場
で
あ
る
。
山

頂
の
巨
岩
を
見
て
回
る
だ
け
で
も

そ
の
雰
囲
気
が
感
じ
取
れ
る
。
足

尾
山
頂
近
く
の
「
東
道
三
十
六

丁
」
の
石
柱
や
、
加
波
山
神
社
前

の
三
十
四
丁
石
に
刻
ま
れ
た
「
右

大
つ
か
ふ
ち
う
（
府
中
）」
の
文

字
に
は
、
古
来
か
ら
の
山
麓
と
の

絆
が
感
じ
ら
れ
る
。

文
：
環
境
省
委
嘱
自
然
公
園
指
導
員

　

   

矢
野
徳
也

ジオパーク

第６回　
マグマから生まれた白い岩

▲加波山・足尾山付近案内図

２億年をさかのぼる石岡市の大地の物語を訪ねる歩き書きのシリーズ。
全８回の掲載です。

いしおかの
大地を歩く

　

筑
波
山
か
ら
北
に
は
山
並
み
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
所
々
に
採
石

の
白
い
岩
肌
が
見
え
る
。
雨
引
観

音
の
辺
り
は
変
成
岩
か
ら
な
る

が
、
そ
こ
ま
で
の
山
々
は
全
て
白

い
岩
の
花
こ
う
岩
か
ら
で
き
て
い

る
。
こ
の
岩
石
は
６
０
０
０
万
年

前
に
マ
グ
マ
が
地
下
で
ゆ
っ
く
り

固
ま
っ
た
結
晶
質
の
岩
石
で
、
石

材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。「
真

壁
石
」
で
知
ら
れ
る
も
の
は
、
山

の
西
の
桜
川
市
側
の
細
粒
の
花
こ

う
岩
で
、
灯
籠
な
ど
の
細
か
な
細

工
物
に
向
い
て
い
る
。
広
く
分
布

す
る
中
粒
の
花
こ
う
岩
は
、
主
に

建
築
材
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
は
輸
入
石
材

の
増
加
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
の
普
及
で
石
材
の
需
要
が

減
っ
た
た
め
、
休
ん
で
い
る
石
切

場
が
多
く
な
っ
た
。

　

八
郷
盆
地
か
ら
見
え
る
、
筑
波

山
の
北
の
美
し
い
姿
の
二
峰
は
、

南
が
足あ

し
お
さ
ん

尾
山
、
北
が
加か
ば
さ
ん

波
山
で
あ

る
。
足
尾
山
❶
は
、
１
３
０
０
年

前
の
常
陸
国
風
土
記
新
治
郡
条
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
ア
シ
ホ
山
」

に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
山
頂
に
は
足
尾
神
社
が

あ
り
、
麓
の
小
屋
に
里
宮
❷
が
、

上
曽
に
は
鳥
居
❸
が
あ
る
。
加
波

山
❹
に
も
山
頂
に
加
波
山
神
社
と

加
波
山
三さ

え
な
ず
み

枝
祗
神
社
が
あ
り
、
石

岡
側
の
大
塚
に
は
加
波
山
神
社
の

里
宮
❻
が
、
西
麓
の
桜
川
市
長
岡

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
里
宮
❺
が
あ
る
。

　

こ
の
二
山
は
信
仰
の
山
で
あ
る
。

山
麓
の
各
所
か
ら
参
拝
の
山
道
が

開
か
れ
、
一
丁
（
約
１
０
０
m
）

毎
に
距
離
を
示
す
石
柱
も
建
て
ら

れ
て
い
た
。
今
は
歩
く
人
も
少
な

く
、
石
柱
も
埋
も
れ
、
や
ぶ
に
戻
っ

た
道
も
多
い
。
加
波
山
は
山
中
で

修
験
道
の
修
行
を
行
う
加
波
山
霊

場
と
し
て
知
ら
れ
、
今
も
夏
に
は

禅ぜ
ん
じ
ょ
う
さ
い

定
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
上
曽
峠
、
大
塚
、
板
敷
峠

か
ら
自
動
車
で
山
頂
近
く
ま
で
上

が
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
塚
か
ら

一
本
杉
峠
ま
で
の
道
は
砂
利
道
だ

が
山
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
な

だ
ら
か
な
斜
面
に
沿
っ
て
集
落
が

続
き
、
谷
越
し
の
北
側
に
も
大
き

な
斜
面
が
見
え
る
❼
。
斜
面
の
表

面
は
赤
土
（
ロ
ー
ム
層
）
に
覆
わ

れ
て
い
る
が
、
切
り
通
し
の
断
面

で
は
、
花
こ
う
岩
の
大
小
の
岩
塊

が
砂さ

れ
き礫
中
に
散
っ
て
い
る
❽
。
こ

れ
ら
は
山
の
上
か
ら
崩
れ
て
き
た

土
石
流
の
堆
積
物
で
あ
る
。
山
腹

に
さ
し
か
か
る
と
曲
が
り
く
ね
っ

た
急
坂
と
な
り
、
岩
盤
が
現
れ
る
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　　　　　　　　２１　　広報いしおか 10 月１日号　№２６４
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